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施行規則に定める科目 単位数 本学開講授業科目 単位数

日本国憲法 2 日本国憲法 2

体育 2 スポーツⅠ・Ⅱ 各1

外国語コミュニケーション 2 英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ 各1

情報機器の操作 2 ＩＣＴ基礎 2

■教育職員免許状の取得資格の条件
次の条件を満たすことにより、教育職員免許状の授与を受ける所要資格を得ることができます。

1．学士の学位を有する（本学の卒業）

2．次に掲げる科目の単位修得

3．「介護等の体験」（詳細はＰ．84参照）

4．取得する免許状の種類に応じた「教科に関する科目」・「教職に関する科目」・「教科又は教職に関す

る科目」の単位修得

詳細は、Ｐ．76も参照すること

■小学校教諭一種免許状
⑴―① 小学校教諭一種免許状の「教科に関する科目」

免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位 修得済科目に
単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必 修 選 択

国 語 初 等 国 語（含書写） 2 2
（ 書 写 を 含 む 。 ）
社 会 初 等 社 会 2
算 数 初 等 算 数 2

理 科 初 等 理 科 Ⅰ 1
初 等 理 科 Ⅱ 1

生 活 初 等 生 活 Ⅰ（含総合） 2
初 等 生 活 Ⅱ 1

音 楽 初 等 音 楽 Ⅰ 1 1
初 等 音 楽 Ⅱ 1 1

図 画 工 作 初 等 図 画 工 作 Ⅰ 1 1
初 等 図 画 工 作 Ⅱ 1 1

家 庭 初 等 家 庭 Ⅰ 1
初 等 家 庭 Ⅱ 1

体 育 初 等 体 育 Ⅰ 1 1
初 等 体 育 Ⅱ 1 1

最低修得
単 位 数

一種 教科：8単位 計 8二種 教科：4単位

小学校教諭一種免許状の教科に関する科目 修得単位
①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

修得単位計算用

8単位必修
→⑴―③小学校教諭一種免許状の教科又は教職に関
する科目Ｐ．46のＣに記入
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⑴―② 小学校教諭一種免許状の「教職に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位 修得済科

目に単位
数を記入分 野 一

種
二
種 開講授業科目

単
位
数
必修 選択

教職の意
義等に関
する科目

・教職の意義及び教員の役割
・教員の職務内容（研修、服務及び
身分保障等を含む。）
・進路選択に資する各種機会の提供等

2 2 教 師 論（初等） 2 2

教
育
の
基
礎
理
論
に

関
す
る
科
目

・教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

6 4

教 育 基 礎 論（初等） 2 2

・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学
習の過程（障害のある幼児、児童及び生徒
の心身の発達及び学習の過程を含む。）

教 育 心 理 学（初等） 2 2
発 達 心 理 学（初等） 2
障 害 児 教 育 学（初等） 2

・教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項

教育の社会制度論（初等） 2 2
教 育 社 会 学（初等） 2
教 育 行 政 学（初等） 2

教
育
課
程
及
び
指
導
法
に
関
す
る
科
目

・教育課程の意義及び編成の方法

22 14

教 育 課 程 論（初等） 2 2

・各教科の指導法

初等教科教育法（国語） 2 2
初等教科教育法（社会） 2 2
初等教科教育法（算数） 2 2
初等教科教育法（理科） 2 2
初等教科教育法（生活） 2 2
初等教科教育法（音楽） 2 2
初等教科教育法（図画工作） 2 2
初等教科教育法（家庭） 2 2
初等教科教育法（体育） 2 2

・道徳の指導法 道徳教育の指導法（初等） 2 2
・特別活動の指導法 特別活動の指導法（初等） 2 2
・教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む。）

教育情報方法論（初等） 2 2
教 育 評 価（初等） 2

生徒指導教
育相談及び
進路指導等
に関する科
目

・生徒指導の理論及び方法
・進路指導の理論及び方法

4 4
生徒・進路指導論（初等） 2 2

・教育相談（カウンセリングに関する基
礎的な知識を含む。）の理論及び方法

教 育 相 談（初等） 2 2
臨 床 心 理 学（初等） 2

教 育 実 習 5 5 小学校教育実習（事前事後） 1 1
小 学 校 教 育 実 習 4 4

教 職 実 践 演 習 2 2 教職実践演習（幼・小） 2 2
最 低 修 得 単 位 数 41 31 計 45

小学校教諭一種免許状の教職に関する科目 修得単位
①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

修得単位計算用

45単位必修
→⑴―③ 小学校教諭一種免許状の教科又は教職に
関する科目Ｐ．46のＤに記入



46

⑴―③ 小学校教諭一種免許状の「教科又は教職に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必 修 選 択

教 科 又 は 教 職 に 関 す る 科 目

学 校 ふ れ あ い 体 験 1 1
教 育 実 践 観 察 1 1
介護等の体験（含 事前事後指導） 2 2※1

人 権 教 育 2
外国人日本語教育と国際理解 2
小 学 校 外 国 語 活 動 2
教師コミュニケーション力演習 1
学習環境構成と学習指導改革 2
授業力アップと研究・研修力 2
特 別 支 援 教 育 基 礎 2

最低修得
単 位 数

一種 10単位 計 10以上※2

二種 2単位

小学校教諭一種免許状の
教科又は教職に関する科目 修得単位

Ａ．必修科目の修得単位数
Ｂ．選択科目の修得単位数
Ｃ．教科に関する科目（Ｐ．44）の②の単位数
Ｄ．教職に関する科目（Ｐ．45）の②の単位数
合計10単位以上

※1「介護等の体験（含事前事後指導）」は、「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に
関する法律」により、小学校・中学校教諭免許状を取得するには、介護等の体験が義務付けられているため、全員履修（特
別支援学校教諭免許状を取得する学生除く）すること。
※2最低修得単位数10単位の履修方法について
「小学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」では、最低修得単位数が10単位と決められており、不足する6単位
については以下のいずれかの方法により修得する。
1）「小学校教諭一種免許状の教科に関する科目」の選択科目から修得した単位をあてる
2）「小学校教諭一種免許状の教職に関する科目」の選択科目から修得した単位をあてる
3）上記「教科又は教職に関する科目」の選択科目から修得した単位をあてる
なお、1）～3）の方法を組み合わせることができる。

修得単位計算用

2単位必修
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■幼稚園教諭一種免許状
⑵―① 幼稚園教諭一種免許状の「教科に関する科目」

分 野 本学開講授業科目 修得単位 修得済科目に
単位数を記入開 講 授 業 科 目 単位数 必 修 選 択

国 語 初 等 国 語（含書写） 2
算 数 初 等 算 数 2

生 活 初 等 生 活 Ⅰ（含 総 合） 2
初 等 生 活 Ⅱ 1

音 楽 初 等 音 楽 Ⅰ 1 1
初 等 音 楽 Ⅱ 1 1

図 画 工 作 初 等 図 画 工 作 Ⅰ 1 1
初 等 図 画 工 作 Ⅱ 1 1

体 育 初 等 体 育 Ⅰ 1 1
初 等 体 育 Ⅱ 1 1

最低修得
単 位 数

一種 教科：6単位 計 6二種 教科：4単位

修得単位計算用

幼稚園教諭一種免許状の教科に関する科目 修得単位
①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

6単位必修
→⑵―③幼稚園教諭一種免許状の教科又は教職に関
する科目Ｐ．49のＣに記入
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⑵―② 幼稚園教諭一種免許状の「教職に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位 修得済

科目に
単位数
を記入

分 野 一
種
二
種 開 講 授 業 科 目

単
位
数
必 修 選択

教職の意
義等に関
する科目

・教職の意義及び教員の役割
・教員の職務内容（研修、服務及び
身分保障等を含む。）
・進路選択に資する各種機会の提供等

2 2 教 師 論（初等） 2 2

教
育
の
基
礎
理
論
に

関
す
る
科
目

・教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

6 4

教 育 基 礎 論（初等） 2 2

・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学
習の過程（障害のある幼児、児童及び生
徒の心身の発達及び学習の過程を含む。）

教 育 心 理 学（初等） 2 2
発 達 心 理 学（初等） 2
障害児教育学（初等） 2

・教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項

教育の社会制度論（初等） 2 2
教 育 社 会 学（初等） 2
教 育 行 政 学（初等） 2

教
育
課
程
及
び
指
導
法
に
関
す
る
科
目

・教育課程の意義及び編成の方法

18 12

教 育 課 程 論（初等） 2 2

・保育内容の指導法

保 育 内 容 総 論 1 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

※

1
保育内容演習（健康Ⅰ） 1 1
保育内容演習（健康Ⅱ） 1 1
保育内容演習（人間関係Ⅰ） 1 1
保育内容演習（人間関係Ⅱ） 1 1
保育内容演習（環境Ⅰ） 1 1
保育内容演習（環境Ⅱ） 1 1
保育内容演習（言葉Ⅰ） 1 1
保育内容演習（言葉Ⅱ） 1 1
保育内容演習（表現Ⅰ） 1 1
保育内容演習（表現Ⅱ） 1 1
保育内容演習（表現Ⅲ） 1 1

・教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む。）

教育情報方法論（初等） 2 2
教 育 評 価（初等） 2 2

生徒指導・
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

・幼児理解の理論及び方法
2 2

幼 児 理 解 2 2
教 育 相 談（初等） 2 2・教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方法 臨 床 心 理 学（初等） 2

教 育 実 習 5 5 幼稚園教育実習（事前事後） 1 1
幼 稚 園 教 育 実 習 4 4

教 職 実 践 演 習 2 2 教職実践演習（幼・小） 2 2
最 低 修 得 単 位 数 35 27 計 37

※保育内容の指導法の単位のうち、半数までは、小学校教諭の普通免許状の授与を受ける場合の各教科の指導法の単位を持っ
てあてることができる。（教育職員免許法施行規則第六条第一項付表の備考十六による）

修得単位計算用

幼稚園教諭一種免許状の教職に関する科目 修得単位

①必修科目の修得単位数

②選択科目の修得単位数

37単位必修

→⑵―③ 幼稚園教諭一種免許状の教科又は教職に
関する科目Ｐ．49のＤに記入
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⑵―③ 幼稚園教諭一種免許状の「教科又は教職に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必 修 選 択

教 科 又 は 教 職 に 関 す る 科 目

学 校 ふ れ あ い 体 験 1 1
教 育 実 践 観 察 1 1
介護等の体験（含 事前事後指導） 2 2※1

人 権 教 育 2
外国人日本語教育と国際理解 2
教師コミュニケーション演習 1
学習環境構成と学習指導改革 2
授業力アップと研究・研修力 2
特 別 支 援 教 育 基 礎 2

最低修得
単 位 数

一種 10単位 計 10以上※2

二種 2単位

幼稚園教諭一種免許状の
教科又は教職に関する科目 修得単位

Ａ．必修科目の修得単位数
Ｂ．選択科目の修得単位数
Ｃ．教科に関する科目（Ｐ．47）の②の単位数
Ｄ．教職に関する科目（Ｐ．48）の②の単位数
合計10単位以上

※1「介護等の体験（含事前事後指導）」は、「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に
関する法律」により、小学校・中学校教諭免許状を取得するには、介護等体験が義務付けられているため、全員履修（保育
専修の小学校教諭免許状を取得しない学生及び特別支援学校教諭免許状を取得する学生除く）すること。
※2最低修得単位数10単位の履修方法について
「幼稚園教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」では、最低修得単位数が10単位と決められており、不足する6単
位については以下のいずれかの方法により修得する。
1）「幼稚園教諭一種免許状の教科に関する科目」の選択科目から修得した単位をあてる
2）「幼稚園教諭一種免許状の教職に関する科目」の選択科目から修得した単位をあてる
3）上記「教科又は教職に関する科目」の選択科目から修得した単位をあてる
なお、1）～3）の方法を組み合わせることができる。

修得単位計算用

2単位必修
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■中学校教諭一種免許状・高等学校教諭一種免許状
⑶ 中学校教諭一種免許状（国語）の「教科に関する科目」

免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位数 修得済科目に
単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必修 選択

国 語 学

（音声言語及び文章表現に関する
ものを含む。）

国 語 学 Ⅰ（音声言語を含む。） 2 2

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

9
単
位
以
上
※

国 語 学 Ⅱ（文章表現を含む。） 2 2
国 語 文 法 論 Ⅰ 2
国 語 文 法 論 Ⅱ 2
国 語 史 Ⅰ 2
国 語 史 Ⅱ 2

国 文 学

（ 国 文 学 史 を 含 む 。）

国 文 学 概 論 Ⅰ 2 2
国 文 学 概 論 Ⅱ 2
国 文 学 史 Ⅰ 2 2
国 文 学 史 Ⅱ 2
国 文 学 講 読 Ⅰ 2
国 文 学 講 読 Ⅱ 2
国 文 学 講 読 Ⅲ 2
国 文 学 講 読 Ⅳ 2
漢 文 学 Ⅰ 2 2

漢 文 学 漢 文 学 Ⅱ 2
漢 文 学 Ⅲ 2

書 道
（書写を中心とする。）

書 道 Ⅰ（書写を中心とする。） 1 1
書 道 Ⅱ 1

最低修得
単 位 数

一種 教科：20単位 計 11 9
二種 教科：10単位 20

中学校教諭一種免許状（国語）の
教科に関する科目 修得単位

①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

①＋②の合計
③①＋②の合計から20を引いた数

余剰修得単位数について
※選択9単位を超えて修得した単位については、Ｐ．69「（20）中学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」の最低
修得単位数8単位に算入することができる。

修得単位計算用

11単位必修
9単位以上修得

→⒇中学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する
科目Ｐ．69のＣに記入



51

⑷ 高等学校教諭一種免許状（国語）の「教科に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位数 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必修 選択

国 語 学

（音声言語及び文章表現に関する
ものを含む。）

国 語 学 Ⅰ（音声言語を含む。） 2 2

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�

10
単
位
以
上
※

国 語 学 Ⅱ（文章表現を含む。） 2 2
国 語 文 法 論 Ⅰ 2
国 語 文 法 論 Ⅱ 2
国 語 史 Ⅰ 2
国 語 史 Ⅱ 2

国 文 学

（ 国 文 学 史 を 含 む 。）

国 文 学 概 論 Ⅰ 2 2
国 文 学 概 論 Ⅱ 2
国 文 学 史 Ⅰ 2 2
国 文 学 史 Ⅱ 2
国 文 学 講 読 Ⅰ 2
国 文 学 講 読 Ⅱ 2
国 文 学 講 読 Ⅲ 2
国 文 学 講 読 Ⅳ 2
漢 文 学 Ⅰ 2 2

漢 文 学 漢 文 学 Ⅱ 2
漢 文 学 Ⅲ 2

最低修得
単 位 数 一種 教科：20単位 計 10 10

20

高等学校教諭一種免許状（国語）の
教科に関する科目 修得単位

①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

①＋②の合計
③①＋②の合計から20を引いた数

余剰修得単位数について
※選択10単位を超えて修得した単位については、Ｐ．70「21高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」の最低修
得単位数16単位に算入することができる。

修得単位計算用

10単位必修
10単位以上修得

→21高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関す
る科目Ｐ．70のＣに記入
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⑸ 中学校教諭一種免許状（社会）の「教科に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位数 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必 修 選択

日 本 史 及 び 外 国 史

日 本 史 概 論 Ⅰ 2 2

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�

6
単
位
以
上
※

日 本 史 概 論 Ⅱ 2
日 本 史 特 講 Ⅰ 2
日 本 史 特 講 Ⅱ 2
外 国 史 概 論 Ⅰ 2 2
外 国 史 概 論 Ⅱ 2
外 国 史 特 講 Ⅰ 2
外 国 史 特 講 Ⅱ 2

地 理 学
（ 地 誌 を 含 む 。）

地 理 学 概 論 2 2
人 文 地 理 学 2
自 然 地 理 学 2
地 理 学 特 講 2
地 誌 学 Ⅰ 2 2
地 誌 学 Ⅱ 2
地 誌 学 特 講 2

「 法 律 学 、 政 治 学 」

法律学概論Ⅰ（国際法を含む。） 2 い
ず
れ
か
2
単
位

2
法 律 学 概 論 Ⅱ 2
法 律 学 特 講 2
政治学概論Ⅰ（国際政治を含む。） 2 2
政 治 学 概 論 Ⅱ 2
政 治 学 特 講 2

「 社 会 学 、 経 済 学 」

社 会 学 概 論 Ⅰ 2 い
ず
れ
か
2
単
位

2
社 会 学 概 論 Ⅱ 2
社 会 学 特 講 2
経済学概論Ⅰ（国際経済を含む。） 2 2
経 済 学 概 論 Ⅱ 2
経 済 学 特 講 2
哲 学 概 論 Ⅰ 2 い

ず
れ
か
2
単
位

2

「哲 学 、 倫 理 学 、 宗 教 学 」

哲 学 概 論 Ⅱ 2
哲 学 特 講 2
倫 理 学 概 論 Ⅰ 2 2
倫 理 学 概 論 Ⅱ 2
倫 理 学 特 講 2

最低修得
単 位 数

一種 20単位 計 14 6
二種 10単位 20

中学校教諭一種免許状（社会）の
教科に関する科目 修得単位

①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

①＋②の合計
③①＋②の合計から20を引いた数

余剰修得単位数について
※選択6単位を超えて修得した単位については、Ｐ．69「⒇中学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」の最低修得
単位数8単位に算入することができる。

修得単位計算用

14単位必修
6単位以上修得

→⒇中学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する
科目Ｐ．69のＣに記入
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⑹ 高等学校教諭一種免許状（地理・歴史）の「教科に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位数 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必修 選択

日 本 史

日 本 史 概 論 Ⅰ 2 2

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

10
単
位
以
上
※

日 本 史 概 論 Ⅱ 2
日 本 史 特 講 Ⅰ 2
日 本 史 特 講 Ⅱ 2

外 国 史

外 国 史 概 論 Ⅰ 2 2
外 国 史 概 論 Ⅱ 2
外 国 史 特 講 Ⅰ 2
外 国 史 特 講 Ⅱ 2
地 理 学 概 論 2

人 文 地 理 学 人 文 地 理 学 2 2
及 び 自 然 地 理 学 自 然 地 理 学 2 2

地 理 学 特 講 2
地 誌 学 Ⅰ 2 2

地 誌 地 誌 学 Ⅱ 2
地 誌 学 特 講 2

最低修得
単 位 数 一種 教科：20単位 計 10 10

20

高等学校教諭一種免許状（地理歴史）の
教科に関する科目 修得単位

①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

①＋②の合計
③①＋②の合計から20を引いた数

余剰修得単位数について
※選択10単位を超えて修得した単位については、Ｐ．70「21高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」の最低修
得単位数16単位に算入することができる。

修得単位計算用

10単位必修
10単位以上修得

→21高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関す
る科目Ｐ．70のＣに記入
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⑺ 高等学校教諭一種免許状（公民）の「教科に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位数 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必修 選択

「法律学（国際法を含む。）、
政治学（国際政治を含む。）」

法律学概論Ⅰ（国際法を含む。） 2 2

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

8
単
位
以
上
※

法 律 学 概 論 Ⅱ 2
法 律 学 特 講 2
政治学概論Ⅰ（国際政治を含む。） 2 2
政 治 学 概 論 Ⅱ 2
政 治 学 特 講 2

「 社 会 学 、
経済学（国際経済を含む。）」

社 会 学 概 論 Ⅰ 2 2
社 会 学 概 論 Ⅱ 2
社 会 学 特 講 2
経済学概論Ⅰ（国際経済を含む。） 2 2
経 済 学 概 論 Ⅱ 2
経 済 学 特 講 2

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」

哲 学 概 論 Ⅰ 2 2
哲 学 概 論 Ⅱ 2
哲 学 特 講 2
倫 理 学 概 論 Ⅰ 2 2
倫 理 学 概 論 Ⅱ 2
倫 理 学 特 講 2

最低修得
単 位 数 一種 教科：20単位 計 12 8

20

高等学校教諭一種免許状（公民）の
教科に関する科目 修得単位

①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

①＋②の合計
③①＋②の合計から20を引いた数

余剰修得単位数について
※選択8単位を超えて修得した単位については、Ｐ．70「21高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」の最低修
得単位数16単位に算入することができる。

修得単位計算用

12単位必修
8単位以上修得

→21高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関す
る科目Ｐ．70のＣに記入
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⑻ 中学校教諭一種免許状（数学）の「教科に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位数 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必修 選択

代 数 学

代 数 学 序 論 Ⅱ 2
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�

10
単
位
以
上
※

代 数 学 Ⅰ 2 2
代 数 学 Ⅱ 2
代 数 学 Ⅲ 2
代 数 学 特 論 2
幾 何 学 序 論 Ⅱ 2

幾 何 学
幾 何 学 Ⅰ 2 2
幾 何 学 Ⅱ 2
幾 何 学 Ⅲ 2
幾 何 学 特 論 2
解 析 学 序 論 Ⅱ 2

解 析 学

解 析 学 Ⅰ 2 2
解 析 学 Ⅱ 2
解 析 学 Ⅲ 2
解 析 学 特 論 2
位 相 数 学 Ⅰ 2
位 相 数 学 Ⅱ 2

「 確 率 論 、 統 計 学 」 確 率 ・ 統 計 学 Ⅰ 2 2
確 率 ・ 統 計 学 Ⅱ 2
コ ン ピ ュ ー タ 序 論 2

コ ン ピ ュ ー タ コ ン ピ ュ ー タ 概 論 2 2
コ ン ピ ュ ー タ 特 論 2

最低修得
単 位 数

一種 教科：20単位 計 10 10
二種 教科：10単位 20

中学校教諭一種免許状（数学）の
教科に関する科目 修得単位

①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

①＋②の合計
③①＋②の合計から20を引いた数

余剰修得単位数について
※選択10単位を超えて修得した単位については、Ｐ．69「⒇中学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」の最低修得
単位数8単位に算入することができる。

修得単位計算用

10単位必修
10単位以上修得

→⒇中学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する
科目Ｐ．69のＣに記入
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⑼ 高等学校教諭一種免許状（数学）の「教科に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位数 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必修 選択
代 数 学 序 論 Ⅱ 2

代 数 学

代 数 学 Ⅰ 2 2

�
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�
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�
�
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�
�
�
�
�
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10
単
位
以
上
※

代 数 学 Ⅱ 2
代 数 学 Ⅲ 2
代 数 学 特 論 2
幾 何 学 序 論 Ⅱ 2

幾 何 学

幾 何 学 Ⅰ 2 2
幾 何 学 Ⅱ 2
幾 何 学 Ⅲ 2
幾 何 学 特 論 2
解 析 学 序 論 Ⅱ 2

解 析 学

解 析 学 Ⅰ 2 2
解 析 学 Ⅱ 2
解 析 学 Ⅲ 2
解 析 学 特 論 2
位 相 数 学 Ⅰ 2
位 相 数 学 Ⅱ 2

「 確 率 論 、 統 計 学 」 確 率 ・ 統 計 学 Ⅰ 2 2
確 率 ・ 統 計 学 Ⅱ 2
コ ン ピ ュ ー タ 序 論 2

コ ン ピ ュ ー タ コ ン ピ ュ ー タ 概 論 2 2
コ ン ピ ュ ー タ 特 論 2

最低修得
単 位 数 一種 教科：20単位 計 10 10

20

高等学校教諭一種免許状（数学）の
教科に関する科目 修得単位

①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

①＋②の合計
③①＋②の合計から20を引いた数

余剰修得単位数について
※選択10単位を超えて修得した単位については、Ｐ．70「21高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」の最低修
得単位数16単位に算入することができる。

修得単位計算用

10単位必修
10単位以上修得

→21高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関す
る科目Ｐ．70のＣに記入
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⑽ 中学校教諭一種免許状（理科）の「教科に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位数 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必修 選択

物 理 学
物 理 学 Ⅰ 2 2

�
�
�
�
�
�
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�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

8
単
位
以
上
※

物 理 学 Ⅱ 2
物 理 学 Ⅲ 2

物 理 学 実 験
（コンピュータ活用を含む。）

物理学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。） 1 1
物 理 学 実 験 Ⅱ 1
物 理 学 実 験 Ⅲ 1

化 学
化 学 Ⅰ 2 2
化 学 Ⅱ 2
化 学 Ⅲ 2

化 学 実 験
（コンピュータ活用を含む。）

化学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。） 1 1
化 学 実 験 Ⅱ 1
化 学 実 験 Ⅲ 1

生 物 学
生 物 学 Ⅰ 2 2
生 物 学 Ⅱ 2
生 物 学 Ⅲ 2

生 物 学 実 験
（コンピュータ活用を含む。）

生物学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。） 1 1
生 物 学 実 験 Ⅱ 1
生 物 学 実 験 Ⅲ 1

地 学
地 学 Ⅰ 2 2
地 学 Ⅱ 2
地 学 Ⅲ 2

地 学 実 験
（コンピュータ活用を含む。）

地学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。） 1 1
地 学 実 験 Ⅱ 1
地 学 実 験 Ⅲ 1

最低修得
単 位 数

一種 教科：20単位 計 12 8
二種 教科：10単位 20

中学校教諭一種免許状（理科）の
教科に関する科目 修得単位

①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

①＋②の合計
③①＋②の合計から20を引いた数

余剰修得単位数について
※選択8単位を超えて修得した単位については、Ｐ．69「⒇中学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」の最低修得
単位数8単位に算入することができる。

修得単位計算用

12単位必修
8単位以上修得

→⒇中学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する
科目Ｐ．69のＣに記入
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⑾ 高等学校教諭一種免許状（理科）の「教科に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位数 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必修 選択

物 理 学
物 理 学 Ⅰ 2 2
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

8
単
位
以
上
※

物 理 学 Ⅱ 2
物 理 学 Ⅲ 2

化 学
化 学 Ⅰ 2 2
化 学 Ⅱ 2
化 学 Ⅲ 2

生 物 学
生 物 学 Ⅰ 2 2
生 物 学 Ⅱ 2
生 物 学 Ⅲ 2

地 学
地 学 Ⅰ 2 2
地 学 Ⅱ 2
地 学 Ⅲ 2

「物理学実験（コンピュータ活用を含む。）、
化 学 実 験（コンピュータ活用を含む。）、
生物学実験（コンピュータ活用を含む。）、
地 学 実 験（コンピュータ活用を含む。）」

物理学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。） 1 1
物 理 学 実 験 Ⅱ 1
物 理 学 実 験 Ⅲ 1
化学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。） 1 1
化 学 実 験 Ⅱ 1
化 学 実 験 Ⅲ 1
生物学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。） 1 1
生 物 学 実 験 Ⅱ 1
生 物 学 実 験 Ⅲ 1
地学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。） 1 1
地 学 実 験 Ⅱ 1
地 学 実 験 Ⅲ 1

最低修得
単 位 数 一種 教科：20単位 計 12 8

20

高等学校教諭一種免許状（理科）の
教科に関する科目 修得単位

①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

①＋②の合計
③①＋②の合計から20を引いた数

余剰修得単位数について
※選択8単位を超えて修得した単位については、Ｐ．70「21高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」の最低修
得単位数16単位に算入することができる。

修得単位計算用

12単位必修
8単位以上修得

→21高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関す
る科目Ｐ．70のＣに記入
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⑿ 中学校教諭一種免許状（音楽）の「教科に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位数 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必修 選択
ソ ル フ ェ ー ジ ュ ソ ル フ ェ ー ジ ュ 1 1
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�
�
�
�
�
�
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�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�

6
単
位
以
上
※

声 楽
（合唱及び日本の伝統的な歌唱を含む。）

声楽Ⅰ（日本伝統歌唱法基礎を含む。） 1 1
声 楽 Ⅱ 1
声 楽 Ⅲ 1
合 唱 Ⅰ 1 1
合 唱 Ⅱ 1
合 唱 Ⅲ 1
日 本 伝 統 歌 唱 法 長 唄 演 習 1

器 楽
（合奏及び伴奏並びに和楽器を含む。）

鍵盤楽器演奏Ⅰ（伴奏法を含む。） 1 1
鍵 盤 楽 器 演 奏 Ⅱ 1
管 打 楽 器 奏 法 Ⅰ 1 1
管 打 楽 器 奏 法 Ⅱ 1
管 打 楽 器 奏 法 Ⅲ 1
和 楽 器 奏 法 1 1
管 弦 打 楽 器 概 論 2
合 奏 Ⅰ 1 1
合 奏 Ⅱ 1

指 揮 法 指 揮 法 Ⅰ 1 1
指 揮 法 Ⅱ 1

音楽理論、作曲法（編曲法を含む。）
及び音楽史（日本の伝統音楽
及び諸民族の音楽を含む。）

音 楽 理 論 Ⅰ 2 2
音 楽 理 論 Ⅱ 2
作 曲 法 Ⅰ（編曲法を含む。） 2 2
作 曲 法 Ⅱ 2
音楽文化史Ⅰ（日本の伝統音楽及び民族音楽を含む。） 2 2
音 楽 文 化 史 Ⅱ 2

最低修得
単 位 数

一種 教科：20単位 計 14 6
二種 教科：10単位 20

中学校教諭一種免許状（音楽）の
教科に関する科目 修得単位

①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

①＋②の合計
③①＋②の合計から20を引いた数

余剰修得単位数について
※選択6単位を超えて修得した単位については、Ｐ．69「⒇中学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」の最低修得
単位数8単位に算入することができる。

修得単位計算用

14単位必修
6単位以上修得

→⒇中学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する
科目Ｐ．69のＣに記入
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⒀ 高等学校教諭一種免許状（音楽）の「教科に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位数 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必修 選択
ソ ル フ ェ ー ジ ュ ソ ル フ ェ ー ジ ュ 1 1

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�

6
単
位
以
上
※

声 楽
（合唱及び日本の伝統的な歌唱を含む。）

声楽Ⅰ（日本伝統歌唱法基礎を含む。） 1 1
声 楽 Ⅱ 1
声 楽 Ⅲ 1
合 唱 Ⅰ 1 1
合 唱 Ⅱ 1
合 唱 Ⅲ 1
日 本 伝 統 歌 唱 法 長 唄 演 習 1

器 楽
（合奏及び伴奏並びに和楽器を含む。）

鍵盤楽器演奏Ⅰ（伴奏法を含む。） 1 1
鍵 盤 楽 器 演 奏 Ⅱ 1
管 打 楽 器 奏 法 Ⅰ 1 1
管 打 楽 器 奏 法 Ⅱ 1
管 打 楽 器 奏 法 Ⅲ 1
和 楽 器 奏 法 1 1
管 弦 打 楽 器 概 論 2
合 奏 Ⅰ 1 1
合 奏 Ⅱ 1

指 揮 法 指 揮 法 Ⅰ 1 1
指 揮 法 Ⅱ 1

音楽理論、作曲法（編曲法を含む。）
及び音楽史（日本の伝統音楽
及び諸民族の音楽を含む。）

音 楽 理 論 Ⅰ 2 2
音 楽 理 論 Ⅱ 2
作 曲 法 Ⅰ（編曲法を含む。） 2 2
作 曲 法 Ⅱ 2
音楽文化史Ⅰ（日本の伝統音楽及び民族音楽を含む。） 2 2
音 楽 文 化 史 Ⅱ 2

最低修得
単 位 数 一種 教科：20単位 計 14 6

20

高等学校教諭一種免許状（音楽）の
教科に関する科目 修得単位

①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

①＋②の合計
③①＋②の合計から20を引いた数

余剰修得単位数について
※選択6単位を超えて修得した単位については、Ｐ．70「21高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」の最低修
得単位数16単位に算入することができる。

修得単位計算用

14単位必修
6単位以上修得

→21高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関す
る科目Ｐ．70のＣに記入
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⒁ 中学校教諭一種免許状（保健体育）の「教科に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位数 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必修 選択

体 育 実 技

中 等 体 育 実 技 Ⅰ（体つくり） 1 1

5
単
位
以
上
※

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�

中 等 体 育 実 技 Ⅱ（陸上競技） 1
中 等 体 育 実 技 Ⅲ（球技） 1
中 等 体 育 実 技 Ⅳ（球技） 1
中 等 体 育 実 技 Ⅴ（体操） 1
中等体育実技Ⅵ（スキー・体操） 1
中 等 体 育 実 技 Ⅶ（野外活動） 1
中 等 体 育 実 技 Ⅷ（剣道） 1
中 等 体 育 実 技 Ⅸ（ダンス） 1
中 等 体 育 実 技 Ⅹ（水泳） 1
中 等 体 育 実 技 Ⅺ（柔道） 1

「体育原理、体育心理学、体育経
営管理学、体育社会学」及び運動
学 （ 運 動 方 法 学 を 含 む 。）

体 育 学 基 礎 Ⅰ（原理） 2 2
体 育 学 基 礎 Ⅱ（心理） 2
体育学基礎Ⅲ（経営管理・社会学） 2
運 動 学（運動方法学を含む。） 2 2

生理学（運動生理学を含む。）
生 理 学 Ⅰ 2 2
生 理 学 Ⅱ 2
運 動 生 理 学 2 2

衛 生 学 及 び 公 衆 衛 生 学 衛 生 学 2 2
公 衆 衛 生 学 2 2

学校保健（小児保健、精神保健、
学校安全及び救急処置を含む。）

学校保健Ⅰ（小児保健、精神保健、
学校安全及び救急処置を含む。） 2 2

学 校 保 健 Ⅱ 2
最低修得
単 位 数

一種 教科：20単位 計 15 5
二種 教科：10単位 20

中学校教諭一種免許状（保健体育）の
教科に関する科目 修得単位

①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

①＋②の合計
③①＋②の合計から20を引いた数

余剰修得単位数について
※選択5単位を超えて修得した単位については、Ｐ．69「⒇中学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」の最低修得
単位数8単位に算入することができる。

修得単位計算用

15単位必修
5単位以上修得

→⒇中学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する
科目Ｐ．69のＣに記入
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⒂ 高等学校教諭一種免許状（保健体育）の「教科に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位数 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必修 選択

体 育 実 技

中 等 体 育 実 技 Ⅰ（体つくり） 1 1

5
単
位
以
上
※

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�

中 等 体 育 実 技 Ⅱ（陸上競技） 1
中 等 体 育 実 技 Ⅲ（球技） 1
中 等 体 育 実 技 Ⅳ（球技） 1
中 等 体 育 実 技 Ⅴ（体操） 1
中等体育実技Ⅵ（スキー・体操） 1
中 等 体 育 実 技 Ⅶ（野外活動） 1
中 等 体 育 実 技 Ⅷ（剣道） 1
中 等 体 育 実 技 Ⅸ（ダンス） 1
中 等 体 育 実 技 Ⅹ（水泳） 1
中 等 体 育 実 技 Ⅺ（柔道） 1

「体育原理、体育心理学、体育経
営管理学、体育社会学」及び運動
学 （ 運 動 方 法 学 を 含 む 。）

体 育 学 基 礎 Ⅰ（原理） 2 2
体 育 学 基 礎 Ⅱ（心理） 2
体育学基礎Ⅲ（経営管理・社会学） 2
運 動 学（運動方法学を含む。） 2 2

生理学（運動生理学を含む。）
生 理 学 Ⅰ 2 2
生 理 学 Ⅱ 2
運 動 生 理 学 2 2

衛 生 学 及 び 公 衆 衛 生 学 衛 生 学 2 2
公 衆 衛 生 学 2 2

学校保健（小児保健、精神保健、
学校安全及び救急処置を含む。）

学校保健Ⅰ（小児保健、精神保健、
学校安全及び救急処置を含む。） 2 2

学 校 保 健 Ⅱ 2
最低修得
単 位 数 一種 教科：20単位 計 15 5

20

高等学校教諭一種免許状（保健体育）の
教科に関する科目 修得単位

①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

①＋②の合計
③①＋②の合計から20を引いた数

余剰修得単位数について
※選択5単位を超えて修得した単位については、Ｐ．70「21高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」の最低修
得単位数16単位に算入することができる。

修得単位計算用

15単位必修
5単位以上修得

→21高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関す
る科目Ｐ．70のＣに記入
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⒃ 中学校教諭一種免許状（英語）の「教科に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位数 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必修 選択

英 語 学

英 語 学 概 論 Ⅰ 2 2

�
��
�
�
�
�
�
�
��
�
�
��
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�

��
�
�
�

10
単
位
以
上
※

英 語 学 概 論 Ⅱ 2
英 語 教 育 学 概 論 2
第 二 言 語 習 得 論 2
英 文 法 概 説 Ⅰ 2
英 文 法 概 説 Ⅱ 2
英 語 学 演 習 Ⅰ 1
英 語 学 演 習 Ⅱ 1

英 米 文 学

英 米 文 学 概 論 Ⅰ 2 2
英 米 文 学 概 論 Ⅱ 2
英 米 文 学 演 習 Ⅰ 1
英 米 文 学 演 習 Ⅱ 1

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英語コミュニケーション論 2 2
C o m m u n i c a t i v e E n g l i s hⅠ 1 1
C o m m u n i c a t i v e E n g l i s hⅡ 1
I n t e n s i v e L i s t e n i n g Ⅰ 1
I n t e n s i v e L i s t e n i n g Ⅱ 1
I n t e r a c t i v e R e a d i n gⅠ 1 1
I n t e r a c t i v e R e a d i n gⅡ 1
A c a d e m i c W r i t i n g Ⅰ 1
A c a d e m i c W r i t i n g Ⅱ 1

異 文 化 理 解
英 語 圏 の 文 化 と 社 会 Ⅰ 2 2
英 語 圏 の 文 化 と 社 会 Ⅱ 2
英 語 圏 の 文 化 と 社 会 Ⅲ 2

最低修得
単 位 数

一種 教科：20単位 計 10 10
二種 教科：10単位 20

中学校教諭一種免許状（英語）の
教科に関する科目 修得単位

①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

①＋②の合計
③①＋②の合計から20を引いた数

余剰修得単位数について
※選択10単位を超えて修得した単位については、Ｐ．69「⒇中学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」の最低修得
単位数8単位に算入することができる。
〔二種免許状取得希望者は羽島教務課に申し出て、履修の指導を受けること〕

修得単位計算用

10単位必修
10単位以上修得

→⒇中学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する
科目Ｐ．69のＣに記入
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⒄ 高等学校教諭一種免許状（英語）の「教科に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位数 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必修 選択

英 語 学

英 語 学 概 論 Ⅰ 2 2

�
��
�
�
�
�
�
�
��
�
�
��
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�

��
�
�
�

10
単
位
以
上
※

英 語 学 概 論 Ⅱ 2
英 語 教 育 学 概 論 2
第 二 言 語 習 得 論 2
英 文 法 概 説 Ⅰ 2
英 文 法 概 説 Ⅱ 2
英 語 学 演 習 Ⅰ 1
英 語 学 演 習 Ⅱ 1

英 米 文 学

英 米 文 学 概 論 Ⅰ 2 2
英 米 文 学 概 論 Ⅱ 2
英 米 文 学 演 習 Ⅰ 1
英 米 文 学 演 習 Ⅱ 1

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

英語コミュニケーション論 2 2
C o m m u n i c a t i v e E n g l i s hⅠ 1 1
C o m m u n i c a t i v e E n g l i s hⅡ 1
I n t e n s i v e L i s t e n i n g Ⅰ 1
I n t e n s i v e L i s t e n i n g Ⅱ 1
I n t e r a c t i v e R e a d i n gⅠ 1 1
I n t e r a c t i v e R e a d i n gⅡ 1
A c a d e m i c W r i t i n g Ⅰ 1
A c a d e m i c W r i t i n g Ⅱ 1

異 文 化 理 解
英 語 圏 の 文 化 と 社 会 Ⅰ 2 2
英 語 圏 の 文 化 と 社 会 Ⅱ 2
英 語 圏 の 文 化 と 社 会 Ⅲ 2

最低修得
単 位 数 一種 教科：20単位 計 10 10

20

高等学校教諭一種免許状（英語）の
教科に関する科目 修得単位

①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

①＋②の合計
③①＋②の合計から20を引いた数

余剰修得単位数について
※選択10単位を超えて修得した単位については、Ｐ．70「21高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」の最低修
得単位数16単位に算入することができる

修得単位計算用

10単位必修
10単位以上修得

→21高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関す
る科目Ｐ．70のＣに記入
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⒅ 中学校教諭一種免許状の「教職に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位 修得済

科目に
単位数
を記入

分 野 一
種
二
種 開 講 授 業 科 目

単
位
数
必 修 選

択

教職の意
義等に関
する科目

・教職の意義及び教員の役割
・教員の職務内容（研修、服務及び
身分保障等を含む。）
・進路選択に資する各種の機会の提供等

2 2 教 師 論 2 2

教
育
の
基
礎
理
論
に

関
す
る
科
目

・教育の理念並びに教育に関する歴
史及び思想

6 4

教 育 基 礎 論 2 2

・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学
習の過程（障害のある幼児、児童及び生
徒の心身の発達及び学習の過程を含む。）

教 育 心 理 学 2 2
発 達 心 理 学 2
障 害 児 教 育 学 2

・教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項

教 育 の 社 会 制 度 論 2 2
教 育 社 会 学 2
教 育 行 政 学 2

教
育
課
程
及
び
指
導
法
に
関
す
る
科
目

・教育課程の意義及び編成の方法

12 4

教 育 課 程 論 2 2

・各教科の指導法

中等教科教育法Ⅰ（国語） 2 4
�
�
� 取

得
希
望
免
許
教
科
の
中
等
教
科
教
育
法
Ⅰ
・
Ⅱ
（
社
会
の
み
Ⅰ
・
Ⅲ
）
4
単
位
必
修

中等教科教育法Ⅱ（国語） 2
中等教科教育法Ⅲ（国語） 2
中等教科教育法Ⅳ（国語） 2
中等教科教育法Ⅰ（社会・地理歴史） 2 2
中等教科教育法Ⅱ（社会・地理歴史） 2
中等教科教育法Ⅲ（社会・公民） 2 2
中等教科教育法Ⅳ（社会・公民） 2
中等教科教育法Ⅰ（数学） 2
中等教科教育法Ⅱ（数学） 2
中等教科教育法Ⅲ（数学） 2
中等教科教育法Ⅳ（数学） 2
中等教科教育法Ⅰ（音楽） 2
中等教科教育法Ⅱ（音楽） 2
中等教科教育法Ⅲ（音楽） 2
中等教科教育法Ⅳ（音楽） 2
中等教科教育法Ⅰ（理科） 2
中等教科教育法Ⅱ（理科） 2
中等教科教育法Ⅲ（理科） 2
中等教科教育法Ⅳ（理科） 2
中等教科教育法Ⅰ（保健体育） 2
中等教科教育法Ⅱ（保健体育） 2
中等教科教育法Ⅲ（保健体育） 2
中等教科教育法Ⅳ（保健体育） 2
中等教科教育法Ⅰ（英語） 2
中等教科教育法Ⅱ（英語） 2
中等教科教育法Ⅲ（英語） 2
中等教科教育法Ⅳ（英語） 2

・道徳の指導法 道 徳 教 育 の 指 導 法 2 2
・特別活動の指導法 特 別 活 動 の 指 導 法 2 2
・教育の方法及び技術（情報機器及
び教材の活用を含む。）

教 育 情 報 方 法 論 2 2

4
�
�
�

4
�
�
�

4
�
�
�

4
�
�
�

4
�
�
�
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免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位 修得済
科目に
単位数
を記入

分 野 一
種
二
種 開 講 授 業 科 目

単
位
数
必 修 選

択

生徒指導教
育相談及び
進路指導等
に関する科
目

・生徒指導の理論及び方法
・進路指導の理論及び方法

4 4
生 徒 ・ 進 路 指 導 論 2 2

・教育相談（カウンセリングに関する基
礎的な知識を含む。）の理論及び方法

教 育 相 談 2 2
教育相談の理論と方法 2

教 育 実 習 5 5 中学校教育実習（事前事後） 1 1
中 学 校 教 育 実 習 4 4

教 職 実 践 演 習 2 2 教職実践演習（中・高） 2 2
最 低 修 得 単 位 数 31 21 計 31

中学校教諭一種免許状の教職に関する科目 修得単位
①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

※「中等教科教育法」は取得希望免許教科についてⅠ～Ⅳのすべてを履修することが望ましい。

修得単位計算用

31単位必修
→⒇中学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する
科目Ｐ．69のＤに記入
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⒆ 高等学校教諭一種免許状の「教職に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位 修得済

科目に
単位数
を記入

分 野 一
種 開 講 授 業 科 目

単
位
数
必 修 選

択

教職の意
義等に関
する科目

・教職の意義及び教員の役割
・教員の職務内容（研修、服務及び身分
保障等を含む。）
・進路選択に資する各種の機会の提供等

2 教 師 論 2 2

教
育
の
基
礎
理
論
に

関
す
る
科
目

・教育の理念並びに教育に関する歴史及
び思想

6

教 育 基 礎 論 2 2

・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学
習の過程（障害のある幼児、児童及び生
徒の心身の発達及び学習の過程を含む。）

教 育 心 理 学 2 2
発 達 心 理 学 2
障 害 児 教 育 学 2

・教育に関する社会的、制度的又は経
営的事項

教 育 の 社 会 制 度 論 2 2
教 育 社 会 学 2
教 育 行 政 学 2

教
育
課
程
及
び
指
導
法
に
関
す
る
科
目

・教育課程の意義及び編成の方法

6

教 育 課 程 論 2 2

・各教科の指導法

中等教科教育法Ⅰ（国語） 2 2

取
得
希
望
免
許
教
科
の
中
等
教
科
教
育
法
Ⅰ
（
公
民
は
Ⅲ
）
2
単
位
必
修

中等教科教育法Ⅱ（国語） 2
中等教科教育法Ⅲ（国語） 2
中等教科教育法Ⅳ（国語） 2
中等教科教育法Ⅰ（社会・地理歴史） 2 2
中等教科教育法Ⅱ（社会・地理歴史） 2
中等教科教育法Ⅲ（社会・公民） 2 2
中等教科教育法Ⅳ（社会・公民） 2
中等教科教育法Ⅰ（数学） 2 2
中等教科教育法Ⅱ（数学） 2
中等教科教育法Ⅲ（数学） 2
中等教科教育法Ⅳ（数学） 2
中等教科教育法Ⅰ（理科） 2 2
中等教科教育法Ⅱ（理科） 2
中等教科教育法Ⅲ（理科） 2
中等教科教育法Ⅳ（理科） 2
中等教科教育法Ⅰ（音楽） 2 2
中等教科教育法Ⅱ（音楽） 2
中等教科教育法Ⅲ（音楽） 2
中等教科教育法Ⅳ（音楽） 2
中等教科教育法Ⅰ（保健体育） 2 2
中等教科教育法Ⅱ（保健体育） 2
中等教科教育法Ⅲ（保健体育） 2
中等教科教育法Ⅳ（保健体育） 2
中等教科教育法Ⅰ（英語） 2 2
中等教科教育法Ⅱ（英語） 2
中等教科教育法Ⅲ（英語） 2
中等教科教育法Ⅳ（英語） 2

・特別活動の指導法 特 別 活 動 の 指 導 法 2 2
・教育の方法及び技術（情報機器及び
教材の活用を含む。）

教 育 情 報 方 法 論 2 2
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免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位 修得済
科目に
単位数
を記入

分 野 一
種 開 講 授 業 科 目

単
位
数
必 修 選

択

生徒指導教
育相談及び
進路指導等
に関する科
目

・生徒指導の理論及び方法
・進路指導の理論及び方法

4
生 徒 ・ 進 路 指 導 論 2 2

・教育相談（カウンセリングに関する基
礎的な知識を含む。）の理論及び方法

教 育 相 談 2 2
教育相談の理論と方法 2

教 育 実 習 3 中学校教育実習（事前事後） 1 1
中 学 校 教 育 実 習 4 4

教 職 実 践 演 習 2 教職実践演習（中・高） 2 2
最 低 修 得 単 位 数 23 計 27

高等学校教諭一種免許状の教職に関する科目 修得単位
①必修科目の修得単位数
②選択科目の修得単位数

修得単位計算用

27単位必修
→21高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関す
る科目Ｐ．70のＤに記入〔注意〕「地理歴史」「公民」の免許取得を希望する学生

選択科目の修得単位数を計算する場合、使用できない科目があるので
注意すること
⑴「地理歴史」では以下の修得単位数を含めることができない。
中等教科教育法Ⅲ（社会・公民）
中等教科教育法Ⅳ（社会・公民）
⑵「公民」では以下の修得単位数を含めることができない。
中等教科教育法Ⅰ（社会・地理歴史）
中等教科教育法Ⅱ（社会・地理歴史）
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⒇ 中学校教諭一種免許状の「教科又は教職に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必 修 選 択

教 科 又 は 教 職 に 関 す る 科 目

学 校 ふ れ あ い 体 験 1 1
教 育 実 践 観 察 1 1
介護等の体験（含 事前事後指導） 2 2※1

人 権 教 育 2
外国人日本語教育と国際理解 2
教師コミュニケーション力演習 1
学習環境構成と学習指導改革 2
授業力アップと研究・研修力 2
教 育 評 価 2
特 別 支 援 教 育 基 礎 2

最低修得
単 位 数

一種 8単位 計 8以上※2

二種 4単位

中学校教諭一種免許状の
教科又は教職に関する科目 修得単位

Ａ．必修科目の修得単位数
Ｂ．選択科目の修得単位数
Ｃ．教科に関する科目の③の単位数
国語…Ｐ．50 社会…Ｐ．52
数学…Ｐ．55 理科…Ｐ．57
音楽…Ｐ．59 保健体育…Ｐ．61
英語…Ｐ．63

Ｄ．教職に関する科目（Ｐ．65～66）の②の単位数
合計8単位以上

※1「介護等の体験（含事前事後指導）」は、「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に
関する法律」により、小学校・中学校教諭免許状を取得するには、介護等の体験が義務付けられているため、全員履修（特
別支援学校教諭免許状を取得する学生除く）すること。
※2最低修得単位数8単位の履修方法について
「中学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」では、最低修得単位数が8単位と決められており、不足する4単

位については以下のいずれかの方法により修得する。
1）「中学校教諭一種免許状の教科に関する科目」から、最低修得単位数20単位以上を修得した場合の余剰単位をあてる
2）「中学校教諭一種免許状の教職に関する科目」の選択科目から修得した単位をあてる
3）上記「教科又は教職に関する科目」の選択科目の中から修得した単位をあてる
なお、1）～3）の方法を組み合わせることができる。

修得単位計算用

2単位必修
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21 高等学校教諭一種免許状の「教科又は教職に関する科目」
免 許 法 施 行 規 則 本学開講授業科目 修得単位 修得済科目に

単位数を記入分 野 開 講 授 業 科 目 単位数 必 修 選 択

教 科 又 は 教 職 に 関 す る 科 目

学 校 ふ れ あ い 体 験 1 1
教 育 実 践 観 察 1 1
介護等の体験（含 事前事後指導） 2 2※1

人 権 教 育 2
外国人日本語教育と国際理解 2
教師コミュニケーション力演習 1
学習環境構成と学習指導改革 2
授業力アップと研究・研修力 2
教 育 評 価 2
特 別 支 援 教 育 基 礎 2

最低修得
単 位 数 一種 16単位 計 16以上※2

高等学校教諭一種免許状の
教科又は教職に関する科目 修得単位

Ａ．必修科目の修得単位数
Ｂ．選択科目の修得単位数
Ｃ．教科に関する科目の③の単位数
国語…Ｐ．51 地理歴史…Ｐ．53
公民…Ｐ．54 数学…Ｐ．56
理科…Ｐ．58 音楽…Ｐ．60
保健体育…Ｐ．62 英語…Ｐ．64

Ｄ．教職に関する科目（Ｐ．67～68）の②の単位数
合計16単位以上

※1「介護等の体験（含事前事後指導）」は、「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に
関する法律」により、小学校・中学校教諭免許状を取得するには、介護等の体験が義務付けられている。本学教育学部では
高等学校教諭免許状を取得するには必ず中学校教諭免許状の取得を義務付けているため、全員履修（特別支援学校教諭免許
状を取得する学生除く）すること。
※2最低修得単位数16単位の履修方法について
「高等学校教諭一種免許状の教科又は教職に関する科目」では、最低修得単位数が16単位と決められており、不足する12

単位については以下のいずれかの方法により修得する。
1）「高等学校教諭一種免許状の教科に関する科目」から、最低修得単位数20単位以上を修得した場合の余剰単位をあてる
2）「高等学校教諭一種免許状の教職に関する科目」の選択科目から修得した単位をあてる
3）上記「教科又は教職に関する科目」の選択科目から修得した単位をあてる
なお、1）～3）の方法を組み合わせることができる。

修得単位計算用

2単位必修
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■特別支援学校教諭一種免許状
特別支援学校教諭一種免許状の「特別支援教育に関する科目」

免許法施行規則に定める 本学開講授業科目
修得済科
目に単位
数を記入分野 一

種
二
種 授業科目

単
位
数
必修 選択 中心と

なる領域 含む領域 備考

特別支援教育の基礎理論に
関する科目 2 2 特 別 支 援 教 育 総 論 2 2

特別支援教
育領域に関
する科目

心身に障害
のある幼児、
児童又は生
徒の心理、
生理及び病
理に関する
科目

16 8

知 的 障 害 者 の 心 理 2 2 知的障害者

知 的 障 害 者 の 生 理 ・ 病 理 2 2 知的障害者

肢体不自由者の心理・生理・病理 2 2 肢体不自由者

病 弱 者 の 心 理 ・ 生 理 ・ 病 理 2 2 病弱者

心身に障害
のある幼児、
児童又は生
徒の教育課
程及び指導
法に関する
科目

知 的 障 害 者 の 教 育 Ⅰ 2 2 知的障害者

知 的 障 害 者 の 教 育 Ⅱ 2 2 知的障害者

肢 体 不 自 由 者 の 教 育 2 2 肢体不自由者

病 弱 者 の 教 育 2 2 病弱者

肢 体 ・ 病 弱 演 習 1 1 肢体不自由者 病弱者

・心身に障害の
ある幼児、児童
又は生徒の心
理、生理及び病
理に関する科目
・心身に障害の
ある幼児、児童
又は生徒の教育
課程及び指導法
に関する科目

特 別 支 援 教 育 の 理 論 と 実 践 1 1 知的障害者 肢体不自由者
病弱者

免許状に定
められるこ
ととなる特
別支援教育
領域以外の
領域に関す
る科目

心身に障害
のある幼児、
児童又は生
徒の心理、
生理及び病
理に関する
科目

5 3

発 達 障 害 心 理 臨 床 2 2 重複・ＬＤ
等領域

重複・
ＬＤ・
ＡＤＨＤ

発 達 ア セ ス メ ン ト 2 2 重複・ＬＤ
等領域

ＬＤ・
ＡＤＨＤ

心身に障害のあ
る幼児、児童又
は生徒の教育課
程及び指導法に
関する科目

・心身に障害
のある幼児、
児童又は生徒
の心理、生理
及び病理に関
する科目
・心身に障害
のある幼児、
児童又は生徒
の教育課程及
び指導法に関
する科目

重複・発達障害者の心理と教育 2 2 重複・ＬＤ
等領域

重複・情緒・
ＬＤ・
ＡＤＨＤ

視 覚 障 害 者 の 心 理 と 教 育 2 2 視覚障害者

言語・聴覚障害者の心理と教育 2 2 聴覚障害者 重複・
ＬＤ等領域 言語

心身に障害のある幼児、児
童又は生徒についての教育
実習

3 3
特別支援学校教育実習（事前事後） 1 1

特 別 支 援 学 校 教 育 実 習 2 2

最 低 修 得 単 位 数 26 16 計 29

※特別支援教諭一種免許状のみを取得することはできないので注意すること。


